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成
長
が
期
待
さ
れ
る

日
本
の
洋
上
風
力
発
電
市
場

２
０
２
0
年
12
月
、
政
府
は
「
洋
上

風
力
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
1
次
）」
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
洋
上
風
力

発
電
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
10
ギ
ガ

ワ
ッ
ト
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
30
～
45

ギ
ガ
ワ
ッ
ト
導
入
す
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
１
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
は
お

よ
そ
原
発
１
基
分
の
発
電
量
に
相
当
す

る
こ
と
か
ら
、
目
標
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。
こ
の
目
標
実
現
の
た
め
に
政

府
は
、
継
続
的
な
案
件
形
成
を
積
極
的

に
主
導
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

欧
州
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
ま
だ
後

れ
を
と
る
日
本
の
洋
上
風
力
発
電
。
し

か
し
、
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
は
、
長
い

海
岸
線
と
広
い
海
域
を
持
ち
、
洋
上
風

力
発
電
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り

ま
す
。
洋
上
は
陸
上
に
比
べ
、
風
況
が

良
く
、
土
地
や
道
路
へ
の
制
約
が
な
い

こ
と
か
ら
大
型
風
車
を
導
入
し
や
す
く
、

さ
ら
に
騒
音
に
よ
る
影
響
が
小
さ
い
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
、

発
電
効
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、

風
車
の
超
大
型
化
が
進
み
、
技
術
開
発

に
各
社
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。

The Power  of Wind

特集：風をチカラに
市況を追い風に、進め未来へ

世界的に加速する気候変動問題へ
の取り組み。カーボンニュートラル 
の実現に不可欠な再生可能エネ 
ルギーのなかでも、洋上風力発電
に注目が集まっています。大型 
海洋インフラを手掛けてきた日鉄
エンジニアリングの知見と技術が
日本の洋上風力発電の新たな扉を
開きます。

出典 ： 洋上風力産業ビジョン(第1次)概要（官民協議会）を加工して作成

エリア別の導入イメージ
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Kitakyushu

Ishikari

1,400km

■ジャケット式基礎 
適用水深：
20m～100ｍ程度
適用地盤：
軟弱地盤～岩盤まで

■モノパイル式基礎 
適用水深：
30ｍ程度以浅
適用地盤：
比較的良好な地盤

直径 約170m
8MWの
大型風車

国内初
ジャケット式
基礎構造

石狩湾で
14基を
設置

海洋本部 
技術部 洋上風力設計室
シニアマネジャー

O t a k e  A t s u o

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

深
津 

伸

認
証
・
設
計
担
当

大
嶽 

敦
郎

海洋本部 
洋上風力プロジェクト部
シニアマネジャー

F u k a t s u  S h i n

大
型
海
洋
イ
ン
フ
ラ
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

２
０
２
３
年
12
月
、
石
狩
湾
の
海
原

に
国
内
最
大
級
と
な
る
８
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の

大
型
風
車
14
基
が
稼
働
を
開
始
し
ま
す
。

（
同
）
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
石
狩
※
1
よ
り

受
注
し
、
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
株
）
と
清
水
建
設（
株
）
の
共
同
企
業

体
が
工
事
を
推
進
す
る
「
石
狩
湾
洋
上

風
力
発
電
事
業
」
で
す
。
当
社
は
風
車

基
礎
の
設
計
、
製
作
、
輸
送
、
洋
上
据

付
を
一
貫
し
て
担
当
し
ま
す
。

基
礎
構
造
は
、
国
内
で
初
め
て
設
計

認
証
を
取
得
し
た「
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎
」。

地
上
で
一
体
化
し
た
ト
ラ
ス
構
造
の
鋼
管

と
鋼
管
上
部
工
を
、
鋼
管
杭
に
よ
り
海
底

地
盤
に
固
定
す
る
着
床
式
の
基
礎
で
、

欧
州
案
件
で
主
流
の「
モ
ノ
パ
イ
ル
式

基
礎
」
と
比
べ
、
水
深
の
深
い
場
所
や
、

軟
弱
地
盤
か
ら
岩
盤
ま
で
幅
広
く
適
用

で
き
る
の
が
特
徴
で
す
（
下
図
）。

「
半
世
紀
に
わ
た
る
大
型
海
洋
イ
ン
フ

ラ
工
事
で
培
っ
て
き
た
当
社
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
あ
っ
て
こ
そ
成
せ
る
基
礎
構
造
で

す
。
技
術
面
に
限
ら
ず
、
実
行
に
必
要

な
調
達
力
、
法
規
遵
守
、
適
切
な
リ
ス

ク
管
理
な
ど
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
値
が
私
た
ち
の
強

み
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
」と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
深
津
は
話
し
ま
す
。

風
と
波
、
地
震
が

設
計
の
大
き
な
障
壁

風
車
基
礎
の
設
計
は
、
社
外
コ
ン
サ

ル
へ
委
託
す
る
こ
と
が
欧
州
で
は
一
般
的

で
す
が
、
今
回
は
す
べ
て
を
当
社
社
員

で
実
施
。
設
計
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し

た
大
嶽
は
「
ト
ッ
プ
ヘ
ビ
ー
と
も
言
え

る
大
型
風
車
を
支
え
る
土
台
で
す
。
絶

え
間
な
く
吹
く
風
と
打
ち
寄
せ
る
波
に

よ
っ
て
生
じ
る
振
動
を
ど
の
よ
う
に
吸

収
し
、
受
け
流
す
か
。
経
年
疲
労
を
考

慮
し
た
設
計
は
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
地

震
に
よ
る
震
動
も
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、
設
置
地
点
ご
と
に
確
実
に
風
車

を
支
持
す
る
設
計
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
解
析
ソ
フ
ト
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
、
時
に
建
築

分
野
社
員
の
知
見
も
交
え
な
が
ら
、
安

全
性
と
経
済
性
を
両
立
す
る
最
適
解
へ

と
た
ど
り
着
い
た
の
で
し
た
。「
欧
州
か

ら
導
入
し
た
初
め
て
の
解
析
ソ
フ
ト
に

も
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
日
々
成
長
し

て
い
く
若
手
メ
ン
バ
ー
の
姿
に
支
え
ら

れ
ま
し
た
」と
大
嶽
は
話
し
ま
す
。

未
来
を
築
く

新
た
な
選
択
肢

国
内
商
用
案
件
で
は
前
例
が
な
い

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎
。
第
三
者
機
関
に
よ

る
認
証
も
数
年
に
わ
た
る
入
念
な
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
着
床
式
基
礎
に
お
い

て
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
と
い
う
新
た
な
選
択

肢
を
示
せ
ま
し
た
。
日
本
の
洋
上
風
力
発

電
の
発
展
を
後
押
し
す
る
大
き
な
一
歩

だ
と
言
え
ま
す
」
と
大
嶽
は
話
し
ま
す
。

当
社
は
、
風
車
以
外
の
設
備
を
総
合

的
に
手
掛
け
る
B
O
P
※
2
事
業
者
と

し
て
、
２
０
３
０
年
に
１
０
０
０
億
円

規
模
の
売
上
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
深
津
は
「
ま
ず
は
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
遂
げ
る
こ
と

に
集
中
し
た
い
。
そ
し
て
、
当
社
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
確
立
し
、
業
界
の
先
陣
を

切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
想

い
を
言
葉
に
し
ま
し
た
。

今
年
８
月
、
石
狩
湾
で
は
鋼
管
杭
の

打
設
が
完
了
。
そ
し
て
現
在
、
当
社
グ

ル
ー
プ
日
鉄
鋼
構
造（
株
）
の
若
松
工

場
で
は
、
14
基
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎

の
製
作
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

名       称 ： 石狩湾洋上風力発電事業
事 業 者 ：（株）グリーンパワーインベストメント
   （SPC:（同）グリーンパワー石狩）
事業規模 ： 総発電容量 112MW
事業場所 ： 北海道石狩湾新港 港湾区域内
風       車 ： 8MW（SG 8.0-167 DD）×14基
下部構造 ： ジャケット式基礎（プレパイリング方式）

■ about the Project

The Project
石狩湾洋上風力発電事業

※1   （株）グリーンパワーインベストメントの特別目的会社（SPC）。2016年2月設立。 ※2  Balance of Plantの略。風車本体の供給契約に含まれない据付工事、風車基礎や海底ケーブル、 陸上送変電設備など付帯設備の敷設や建設、オペレーション＆メンテナンスなど。

設計・製作・輸送・施工のトータルパッケージで挑む
国内初 ジャケット式基礎

解析ソフトによる
3Dシミュレーション

石狩湾における鋼管杭打設作業
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Kitakyushu

日鉄鋼構造（株）
若松工場

下関市

北九州市

さ
ら
に
拡
張
し
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎

14
基
の
製
作
・
保
管
能
力
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
広
大
な
ヤ
ー
ド
と

岸
壁
線
は
国
内
外
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
か
ら
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
の
受
け
入
れ
を

可
能
に
し
て
お
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
機
能
的
、
効
率
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
生
産
能
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
る
こ
と
も
強
み
で
す
。

光
る
職
人
の
技

高
度
な
技
術
を
備
え
た
人
材
を
保
有

し
て
い
る
の
も
若
松
工
場
の
特
長
の
一

つ
で
す
。
今
回
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
よ
う

な
巨
大
鋼
構
造
物
の
製
作
で
は
、
部
材

と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
も
非
常
に
大
き
な
も

の
と
な
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎
の
製
作
管
理
を
行

う
松
尾
は
「
最
大
２
４
０
ト
ン
に
も
お

よ
ぶ
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
風
の
影
響
を
受
け

る
不
安
定
な
上
空
で
数
ミ
リ
単
位
の
厳

し
い
精
度
管
理
を
し
な
が
ら
組
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
職
人

技
で
あ
り
、生
産
能
力
に
直
結
し
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

さ
ら
に
製
作
加
工
で
は
、
熟
練
の
溶

接
技
術
が
力
を
発
揮
。
特
に
難
し
か
っ

た
点
に
つ
い
て
松
尾
は
次
の
よ
う
に
語

り
ま
す
。「
風
車
タ
ワ
ー
と
の
接
続
部

に
は
、
75
ミ
リ
と
い
う
極
厚
の
鋼
板
同

士
を
溶
接
す
る
た
め
、
技
量
は
も
ち
ろ

ん
、
ス
ピ
ー
ド
や
検
査
な
ど
す
べ
て
に

高
い
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
」

豊
富
な
実
績
と

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ

関
門
海
峡
の
北
西
、
響
灘
に
面
し

た
若
松
工
場
。
そ
の
歴
史
は
、
大
型

海
洋
鋼
構
造
物
へ
の
挑
戦
を
掲
げ
た

１
９
６
９
年
、
加
工
基
地
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
時
代
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
も
、
福
島
県
磐い

わ
き城

沖
の
海
底
天
然
ガ

ス
田
生
産
用
大
型
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
製
作

（
１
９
８
１
年
～
８
３
年
）、
神
奈
川

県
・
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
川
崎
人
工

島
護
岸
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
製
作（
１
９
８
９

年
～
９
１
年
）、
東
京
都
・
羽
田
空
港

D
滑
走
路
桟
橋
部
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
製

作（
２
０
０
７
年
～
１
0
年
）な
ど
数
々

の
実
績
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

N
E
D
O
※
3

が
北
九
州
市
沖
で
行
っ

た
「
洋
上
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
実
証

研
究（
２
０
１
４
年
度
～
２
１
年
度
）」

に
当
社
が
参
画
し
た
際
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

式
基
礎
を
製
作
し
た
の
も
こ
こ
若
松
工

場
で
す
。

重
さ
数
百
ト
ン
、
高
さ
数
十
メ
ー
ト

ル
に
お
よ
ぶ
巨
大
な
鋼
構
造
物
の
製
作

に
は
、
加
工
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
製
作

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
も
大
き
な
強
み
と

な
り
ま
す
。

若
松
工
場
の
敷
地
面
積
は
約
44
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
そ
の
広
さ
は
国
内
最
大

級
。
３
万
ト
ン
級
の
大
型
輸
送
船
が
接

岸
可
能
な
７
６
５
メ
ー
ト
ル
の
岸
壁
線

も
有
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
完
遂
の
た
め
に
、
製
作
ヤ
ー
ド
を

※3   （国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構

Our 
Technology

ジャケット式 基礎製作

技術力を駆使した
製作の最前線

日鉄鋼構造(株)　
技術部
プロジェクト管理チーム
シニアマネジャー

M a t s u o  K e n j i

松
尾 

憲
司

製
作
管
理
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Step

02

01
StepStep

03

ブレース 

レグ

 接続部ブロック

 下部工ブロック

風車タワーと下部工
ブロックを接続する

全　長 ： 約45m
    幅   ： 約20m
重　さ ： 約750t

■ Basic Data

【  一体化  】
接続部ブロックをク
ローラークレーンで
つり上げ、下部工ブ
ロックと一体化する

Step

04 ジャケット式基礎の製作工程

【  ベントの設置  】
下部工ブロックの組み立てを 
中から支える架台「ベント」を設
置する

【  レグの組立  】
レグを立て起こし、
ベントの四方に立て
掛ける

【  ブレースの組立  】
次にブレースなどを取り付け、
下部工ブロックが完成した後、
ドーリー搬送する

11月上旬、14基のうちの 
４基が最終形を迎えた。
この後、溶接、塗装を 
仕上げて、付帯設備を
設置して完成となる

NEXT STORY
Continue to

石
狩
湾
を
舞
台
と
し
た
新
た
な
物
語
は
、改
め
て
特
集
と
し
て
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

平
面
か
ら
立
体
へ

組
み
立
て
を
効
率
化

現
在
製
作
が
進
む
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎

の
構
造
は
、
風
車
タ
ワ
ー
を
つ
な
ぐ
「
接

続
部
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
、
ト
ラ
ス
構
造
か
ら

な
る
「
下
部
工
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
２
つ
か
ら

成
り
ま
す
（
上
図
）。

一
般
的
な
鋼
構
造
物
は
寝
か
せ
た
状
態

で
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎
は
幅
・
奥
行
き
約
20

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
45
メ
ー
ト
ル
と
い
う

巨
大
鋼
構
造
物
。
広
大
な
敷
地
を
持
つ
若

松
工
場
で
も
、
寝
か
せ
て
組
み
立
て
る
に

は
相
応
の
ス
ペ
ー
ス
を
要
し
ま
す
。
さ
ら

に
組
み
立
て
た
も
の
を
立
て
起
こ
す
作
業

も
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
14
基
を
効
率
的
か
つ
安
全
に

製
作
す
る
た
め
導
入
さ
れ
た
の
が
「
ベ
ン

ト
」
と
呼
ば
れ
る
架
台
を
中
央
に
配
置
し
、

そ
の
周
囲
に
下
部
工
ブ
ロ
ッ
ク
の
脚
と
な

る
「
レ
グ
」
を
立
て
掛
け
、
組
み
立
て
て

い
く
方
式
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
立
て
た

ま
ま
で
製
作
が
可
能
と
な
り
、
省
ス
ペ
ー

ス
化
・
工
数
低
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

組
み
上
が
っ
た
下
部
工
ブ
ロ
ッ
ク
に
、

工
場
建
屋
内
で
製
作
し
た
接
続
部
ブ
ロ
ッ

ク
を
ク
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ

一
体
化
し
ま
す
。

新
た
な
製
作
手
法
を
実
現
す
る
た
め
、

効
率
と
安
全
性
を
確
保
し
50
メ
ー
ト
ル
の

上
空
で
作
業
を
行
え
る
よ
う
昇
降
設
備
を

導
入
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎
に
対
す
る
生

産
能
力
は
、
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

未
来
へ
、
仲
間
へ

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

「
こ
れ
ま
で
多
く
の
大
型
海
洋
鋼
構
造

物
を
つ
く
っ
て
き
た
当
社
に
は
、
経
験
豊

富
な
職
人
が
多
数
い
ま
す
。
商
用
国
内
初

と
は
い
え
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎
も
他
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
製
作
の
基
本
は
大
き
く
変

わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
は
、
洋
上
風
力
発
電
を
当
社
事
業

の
柱
の
一
つ
に
す
る
べ
く
、
全
社
員
が
大

き
な
気
概
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎
の
後
工
程
を
担
う
仲

間
に
、
万
全
の
状
態
で
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ

た
い
」
と
松
尾
は
話
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
、
春
の
穏
や
か
な
風

が
響
灘
に
吹
く
頃
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式
基
礎

14
基
す
べ
て
が
こ
こ
若
松
工
場
に
並
び
ま

す
。
そ
し
て
、
設
計
者
や
職
人
た
ち
の
想

い
を
乗
せ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー

深
津
を
は
じ
め
仲
間
が
待
つ
石
狩
湾
を
目

指
し
、
１
４
０
０
キ
ロ
の
海
を
渡
り
ま
す
。

Finish

to Ishikari
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上：1階倉庫内観　
下：発電量約２MWの
     太陽光パネル

充てん材

プレキャスト床版

ELSS Joint

総合建築に
ついてはこちら

鉄筋
ループ継手

プレキャスト床版

のたび、三井不動産（株）より
設計・施工を受注した大型物

流施設「三井不動産ロジスティクス
パーク海老名Ⅰ（MFLP海老名Ⅰ）」が
竣工しました。建設場所は、圏央道と
東名高速道路が交わる海老名ICに
隣接したアクセス良好な立地で、全国
広域配送の物流拠点となります。
本施設は、業界初の環境配慮型
施設「グリーンエネルギー倉庫」をコ
ンセプトとした仕様が採用されてお
り、地中熱ヒートポンプやデシカント空
調等の各種省エネ、太陽光発電によ
る創エネでCO2排出量実質ゼロを達
成、『ZEB』※認証を取得しています。
　また、BCP機能も充実させており、
荷物の積載状況が変化する倉庫に

※Net Zero Energy Buildingの略。快適な室内環境を実現
しながら、建物で消費するエネルギーをゼロにすることを
目指した建物を指す。

三井不動産（株）
ロジスティクス本部　
ロジスティクス事業部　
事業グループ

莊
ズゥアン

 人
 リ オ 　

凰様

ソリューション
共創センター
ソリューションビジネス部

櫻
 さくらい  

井 信
 のぶあき  

彰

MFLP海老名Iは、業界初「グリーンエネ
ルギー倉庫」で、最先端の物流スペックと 
環境への貢献を両立させた物流施設の未来を提案 
しました。物流にとって好立地なだけでなく、複数路
線の駅からも近く雇用面でも恵まれています。従業員
の方々が安心、快適に働けるよう、各種非接触対応、 
ラウンジ分散配置、Web会議ブースといった施設環境 
にも配慮しました。当社は2030年までに、国内全施設
で使用電力のグリーン化達成を目指しており、街づく
りを通して脱炭素社会実現への取り組みを拡大して 
いきます。MFLP海老名Iの設計、施工を手掛けて 
いただいた貴社にお礼申し上げます。

本構造は、プレキャスト床版 
同士を、何ら接合金物を使わず、

充てん材のみで柔らかく接合するという
世界的にも例を見ない構造となっていま
す。「継手は一般部よりも剛に接合しな
いといけない」という従来の認識を大きく 
転換するもので、基礎解析・材料の選定・
要素実験など幾多のステップを踏まね
ばならず、着想から約7年をかけて社会 
実装を実現することができました。工期の
大幅短縮を実現する技術として普及する
ことを目指していきます。

  プレキャスト床版継手
「E

  エ ル ス  　

LSS J
 ジ ョ イ ン ト  

oint」が公共工事で初採用
ソリューション共創センター
都市インフラセクター

三井不動産ロジスティクスパーク
海老名Ⅰが完成

都市インフラセクター

工事概要
発  注  者  ： 三井不動産（株）
所  在  地 ： 神奈川県海老名市中新田
構　　造 ： 鉄骨造地上6階建て・免震構造
延床面積 ： 約122,000m2
鉄骨重量 ： 約16,000t
工　　期 ： 2021年5月 ～ 2022年9月

about the Project

工事概要
橋  梁  名 ： 崎山橋
工事場所 ： 宮城県石巻市
    （国道398号 相川復興道路）
発  注  者  ： 宮城県東部土木事務所
施  工  者  ：（上部工）東日本コンクリート（株）
構造形式 ： 鋼単純非合成鈑桁橋
    （橋長 31.5m／全幅員 11.0m）

about the Project

こ

当

E NG.   TOPICSエンジ・トピックス 日鉄エンジニアリングの最新トピックスをご紹介します

おいても安定した
免震効果を発揮
する当社の「NS-
SSB®」（球面式す
べり支承）が250

台採用されているほか、非常用発電機
による停電対策なども講じています。
環境・機能・デザインを兼ね備え

た最先端スペックの物流施設の設計・
施工を通じて、物流インフラを支えて
いきます。

三井不動産ロジスティクス
パーク海老名１

免震装置「NS-SSB®」

業
界
初
・
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
倉
庫

工期の大幅短縮を実現する新技術

枚数を減らすことが可能であり、床版
の現地施工を大幅に効率化できます。
なお、今回はELSS Jointの構造
安全性を検証するため、竣工した橋梁
に大型車両（総重量20tトラック）を
走行させ、実橋の計測を実施。その 
結果、設計で想定した床版挙動と実
橋床版の計測値はおおむね一致し、
ELSS Jointを用いた床版構造の安全
性に問題がないことを確認しました。
今後は、この実績を足掛かりとし

て、ELSS Jointのさらなる普及拡大
に努めていきます。

社と極東興和（株）の2社で
共同開発したプレキャスト床

版継手「ELSS Joint」が、公共工事に 
初めて採用され、国土交通省の新技
術情報提供システム（NETIS）にも登録
されました。ELSS Jointは、従来の 
鉄筋を用いたループ継手とは異なり、
プレキャスト床版間に低剛性の専用
材料を充てんするだけで床版相互
を半剛接合する新しい継手構造です。 
継目幅が狭く、かつ従来継手と異なり
鉄筋などの重ね部分がないため、習熟度
の不要な接合であるだけでなく、施工

お客様の声担当者の声

従来

新技術

01
TOPIC   

02
TOPIC   

 N o v .  2 0 2 2

右：床版の接合施工を
行う様子　

左：プレキャスト床版を
架設する様子
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社グループの北京中日聯節
能環保工程技術有限公司 

（BJCEEE※１、以下BE3）は、2022年 
コークス乾式消火設備（以下CDQ）
を相次いで受注しました。BE3が
今年受注したCDQは7件(9基)で、
過去最高となった昨年の5件(8基)
を既に上回り、設立以来のCDQの
受注実績は80基を超えます。
CDQは、コークス炉でつくら
れた赤熱コークスを不活性ガスで
冷却し、その排熱で発電用の蒸気
を発生させることで、熱エネル
ギーの回収による省エネとCO2削

※１  Beijing JC Energy & Environment Engineering Co., Ltd.の略

※２ 従来は1つのコークス炉に1基のCDQを設置し、メンテナンス等で
CDQが稼働できない期間は湿式消火（散水）を行っていたが、湿式
消火で発生するダストや汚水は環境汚染の原因となるため、1つの
コークス炉に複数基のCDQを設置することで、湿式消火を完全に
回避する操業体制が求められている。

施設概要

・ごみ処理施設（シャフト式ガス化溶融炉） 417t／日
（208.5t／日×2 炉）
・粗大ごみ処理施設（粗破砕設備） 14.2t／日
・豊橋市単独施設（持込ごみ受入ヤード、剪定枝
処理設備、危険ごみ選別ヤード等）

※本パースはイメージであり、実施設計等で変わる 
ことがあります。

CDQについては
こちら

NSPEについては
こちら

BE3総経理

横
 よ こ て  

手 孝
 こうすけ  

輔
BE3は2003年設立以来順調
に成長し、来年20周年を迎える前に
最高の受注件数を達成することがで
きました。今までBE3社員が顧客と常
に誠実に向き合い、業界内で高品質ブ
ランドの評価を獲得できたからこそ成
し遂げられたと思います。設立時から
携わってきた者としてBE3の成長を誇
らしく感じるとともに、さらに飛躍でき
る企業を目指し、引き続きグループの 
一翼を担っていきたいと思います。

中国でコークス乾式消火設備を連続受注
製鉄プラントセクター
BJCEEE

キャプティの導管工事事業を分割・承継NSPE

「豊橋田原ごみ処理施設整備・運営事業」を受注環境・エネルギーセクター

2022年の受注実績（2022年10月現在）
遷安中化煤化工有限責任公司向け CDQ 1基
山西宏源富康新能源有限公司向け CDQ 1基
山西宏源新能源有限公司向け CDQ 2基
山西立恒焦化有限公司向け CDQ 1基
山西聚源煤化有限公司向け CDQ 2基
吉林通化鋼鉄有限公司向け CDQ 1基
山西永祥煤焦集団有限公司向け CDQ 1基

合　　計   7件・9基

about 2022 Results

当こ

当

ENG.   TOPICSエンジ・トピックス

減を実現することに加え、コーク
ス冷却時の発じん抑制による環境
改善にも寄与します。中国国内で
CDQの需要が増加している背景
には、中国政府から出された「コー
クス炉の完全乾式操業※２」の要請
があり、環境規制が年々厳しくな
るなか、今後もさらなるCDQの
需要が見込まれます。
当社グループ全体では国内外の
製鉄所にCDQ150基以上を納入し、
年間のCO2排出削減量は約2,030
万トン（2021年度）にのぼります。
中国での完全乾式操業の指導を追

い風に、BE３として中国国内で
のさらなる普及拡大に向けまい進 
するとともに、グループ全体で 
国外への参入拡大も目指し、世界
の製鉄業の発展および環境保護に
大きく貢献していきます。

ト式ガス化溶融炉を提案。隣接す
る稼働施設に支障のない工事、生
成されるスラグ・メタルの全量資
源化、災害廃棄物の安定的な処理
といったシャフト炉の特長を活か
した提案内容に対し、高い評価を
頂きました。
本施設は、当社の一般廃棄物処

理施設全体では49件目の受注と
なります。今後もごみ処理に関す
る総合的なソリューション提供を
通じて、地域循環共生圏の構築に
貢献していきます。

11月に「中圧ガス導管工事事業に
関する協業協定」を締結し、NSPE
がキャプティに4割出資する形で
両社の導管工事事業の強化に努め
てきましたが、このたびの導管工
事事業承継と同時に、NSPEは保
有するキャプティの全株式を同社に

のたび当社を代表とする企
業グループ※１は、愛知県

豊橋市より「豊橋田原ごみ処理施
設整備・運営事業」を受注しまし
た。本事業は、豊橋市および田原
市のごみ処理広域化の実現に向
け、既存施設内に、広域処理施設 
（ごみ焼却施設・粗大ごみ処理施設）
と豊橋市単独施設を新設し、本施
設の運営を20年間行うDBO※２方
式による事業です。
今回、稼働安定性に優れた処理

施設のニーズから、当社のシャフ

社の100%出資子会社である
日鉄パイプライン＆エンジニ

アリング（株）（以下NSPE）は、10月1
日付で東京ガス（株）の子会社である 
（株）キャプティの導管工事事業を 
分割・承継しました。
NSPEとキャプティは、2018年

循環型社会の構築に貢献

エネルギーを安定供給するパイプライン技術を提供

製
鉄
に
お
け
る
省
エ
ネ
と

C
O
2
削
減
を
実
現

担当者の声

03
TOPIC   

04
TOPIC   

05
TOPIC   

 その他トピックスはこちら  N o v .  2 0 2 2

譲渡し、キャプティは東京ガスの
完全子会社となりました。
キャプティから287名の新たな
社員を迎え入れた新体制のもと、
双方の経験やノウハウを事業運営
に最大限活かし、さらなる成長へ
とつなげていきます。

※１  日鉄エンジニアリング（株）、日鉄環境エネルギーソリューション（株）、（株）大林組 名古屋支店、（株）中部、神野建設（株）、
（株）中部技術サービス、（株）エヌジェイ・エコサービスで構成する企業グループ。

※２  事業者に設計、建設、運営を一括して委託し、施設の所有、資金の調達は自治体が行う方式で、近年採用する自治体が増
加傾向にある。

完成予想図

複数の現場で並行して工事が進められている
右：山西立恒焦化有限公司向け

左：遷安中化煤化工有限責任公司向け
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技術とアイデアで
未来を切り拓く、
挑戦者たちの物語

日鉄エンジニアリングの

挑戦

N’s 
Pr o fe s s i o n a l

環境・エネルギーセクター 
エンジニアリング本部  
計画技術部 脱炭素計画
技術室
シニアマネジャー

萩生 大介
H a g i u  D a i s u ke

1998年入社。当社にお
ける省エネ型CO2回収
技術の開発設計第一人
者。2021年には科学技
術で産業発展を導いた
技術開発者を表彰する
「市村地球環境産業賞
（貢献賞）」を受賞。

01file

M i s s i o n

始
ま
り
は
２
０
０
４
年
。
R
I
T
E
※
１

と
日
本
製
鉄(

株)

等
で
参
画
し
た

「
C
O
C
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
２
」
だ
。

C
O
２

排
出
量
の
多
く
は
、
発
電
所
や
工

場
な
ど
の
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
低
濃
度

C
O
２

。
C
C
U
S
の
実
用
化
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
低
濃
度
C
O
２

の
回
収

コ
ス
ト
低
減
が
カ
ギ
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

従
来
の
化
学
吸
収
法
を
進
化
さ
せ
た
低
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
の
C
O
２
分
離
回
収
技
術

を
開
発
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
。
萩
生

は
、
ベ
ン
チ
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
を
は
じ
め
、

デ
ー
タ
採
取
・
解
析
を
一
貫
し
て
担
当
。

４
年
後
の
２
０
０
８
年
に
は
、
開

発
成
果
を
引
き
継
い
だ
実
証
研
究

「
C
O
U
R
S
E
5
0
※
３
」
が
ス
タ
ー
ト
。

こ
こ
で
は
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
し
た
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
統
括
を
担
当
す
る
。

そ
し
て
２
０
１
３
年
、
開
発
し
た
技
術

を
基
に
当
社
独
自
の
高
度
精
製
技
術
を

加
え
、
つ
い
に
「
E
S
C
A
P
®
」
が
誕

生
。
従
来
に
比
べ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
4
割
以
上
削
減
し
、
不
純
物
の
多
い
原

料
ガ
ス
か
ら
食
品
に
も
使
え
る
高
純
度
の

C
O
２
製
造
を
可
能
に
し
た
。

同
年
の
２
０
１
３
年
に
商
業
１
号
機

を
、
２
０
１
６
年
に
２
号
機
を
受
注
。

１
号
機
は
設
備
納
入
ま
で
２
年
を
切

る
短
工
期
。
メ
ン
バ
ー
が
総
動
員
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
な
か
、
い
く

つ
も
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。
そ
れ
で
も

予
定
ど
お
り
に
引
き
渡
し
を
迎
え
ら
れ

た
の
は
、
チ
ー
ム
の
力
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
萩
生
は
振
り
返
る
。「
チ
ー
ム
で

悩
み
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ
れ
を
具
現

化
す
る
各
人
の
愚
直
な
貢
献
が
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
を
生
み
出
し
た
」

２
０
２
０
年
、
政
府
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
後
、
見
積
り
検
討

依
頼
は
急
増
し
て
い
る
。「
産
業
革
命
以

降
の
成
功
・
繁
栄
の
方
程
式
が
い
ま
、
書

き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
人
類
が
生
き
残
る

た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
の
英
知
が
試
さ
れ

て
い
る
時
」
と
萩
生
は
語
る
。

C
C
U
S
の
社
会
実
装
に
は
、
ま
だ

課
題
も
多
い
。
国
内
で
商
用
利
用
さ
れ

る
C
O
2

は
年
間
約
１
０
０
万
ト
ン

で
、
こ
れ
は
国
内
の
総
C
O
2

排
出
量
の

０.
１
%
相
当
に
過
ぎ
な
い
。「
ユ
ー
ザ
ー

を
含
め
た
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
は

も
と
よ
り
吸
収
液
の
改
良
や
プ
ロ
セ
ス

改
善
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
技
術
を

磨
い
て
い
き
た
い
」。
萩
生
の
飽
く
な
き

探
究
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

CO2C a r b o n  d i o x i d e  C a p t u r e ,  

U t i l i z a t i o n  a n d  S t o r a g e

C
C
U
S
の
最
上
流
を
担
う

技
術
と
し
て
さ
ら
な
る
進
化
を

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
4
割
以
上
削
減

C
O
2
活
用
に
新
た
な
活
路
を

再生可能エネルギーなどCO２排出源の代替とともに、期待が高まる 
のがCO２を分離回収し有効利用・貯留する「CCUS（Carbon dioxide 
Capture, Utilization and Storage）」だ。約20年にわたり、当社で
CCUS技術開発の第一線に立ち、省エネ型CO２回収設備「ESCAP®」
の開発から商品化をリードした萩生 大介に、これまでの歩みと今後に 
ついて聞いた。

カーボンニュートラルへカーボンニュートラルへ
いま試される、われわれの英知いま試される、われわれの英知

※1  (公財)地球環境産業技術研究機構   ※２  低品位廃熱を利用する二酸化炭素分離回収技術開発（経済産業省補助事業）/2004～2008年度            ※３  環境調和型プロセス技術の開発（NEDO研究委託事業）/2008～2012年度（PhaseⅠ, Step1）15 14Aspire  Vol.01   ｜ Nov. 2022 ｜ ｜ Nov. 2022 ｜   Aspire  Vol.01



建築の本質的な価値を、共に追求していきたい

都市インフラセクターにて20年来のお付き合いをいただく日建設計 木村様に、
日鉄エンジニアリングの印象や強みについて伺いました。

お 客 様 の 声

V O I C E

Aspire  Vol.01  創刊号
発行日 2022年11月24日
発行元 日鉄エンジニアリング株式会社 サステナビリティ・広報部
 東京都品川区大崎1-5-1 
本誌掲載の写真、イラスト、記事の無断転載を禁じます。

日鉄エンジニ
アリングさんと
は、当社が担当

するプロジェクトにおいて免制震
デバイス製品や特殊鉄骨などでお
付き合いがあります。
昨今、建物の耐震性に対する要

求性能が急激に高まるなか、あ
るプロジェクトで、建物とデバイ
ス接合部の安定性が課題になった
ことがありました。本来なら建物
の設計側で対処すべきところを、 
製品、接続部の検討から支援くだ
さり、製品性能を向上させること
で解決いただきました。製品自体

のブラッシュアップを念頭に置いた 
取り組みだと思いますが、「メーカー
が、ここまで親身に対応してくれる
のか」と衝撃を覚えました。
日鉄エンジニアリングさんは、

技術に誠実で利益追求に偏重す
ることなく、建築を通じて社会や 
次世代に貢献していこうとする姿
は当社の風土とも共通します。一
緒に取り組みたいことはまだまだ 
あります。
これからも良きパートナーとし

て、共に挑戦していきたいと願っ
ています。

エンジニアリング部門
構造設計グループ
ダイレクター

木村 征也様

Kimura  SeiyaKimura  Seiya

木村様が設計を担当された、大規模オフィス
ビル「ダイヤゲート池袋」（東京都豊島区）。
当社は「免震ＮＳＵダンパー®」の供給と本体
鉄骨および外殻部鉄骨の一部製作を担当。

（株）日建設計
所在地
東京都千代田区飯田橋 
2丁目18番3号
事業内容
建築の企画・設計監理、都
市・地域計画およびこれら
に関連する調査・企画コン
サルタント業務

https://www.nikken.co.jp

I n f o r m a t i o n

お問い合わせはこちら
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